
簿
外
で
支
出
し
た
政
治
献
金
の
損
金
性
 
 

東
京
地
裁
昭
和
五
 
五
年
三
 
月
一
〇
判
決
 
 

昭
和
五
三
年
特
錮
第
九
二
〇
号
、
同
第
一
〇
一
三
号
 
 

法
人
税
法
違
反
被
告
事
件
、
判
例
 
時
 
報
 
 

九
六
九
号
一
三
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
一
七
号
一
五
六
頁
 
 

中
 
村
 
利
 
雄
 
 

（
弼
新
出
新
郎
）
 
 
 



〔
事
案
の
概
要
〕
 
 
 

①
被
告
会
社
C
観
光
株
式
会
社
ほ
、
八
王
子
税
務
署
（
昭
和
五
〇
年
八
月
二
四
日
以
前
は
渋
谷
税
務
署
）
管
内
に
本
店
を
置
き
、
個
室
 
 

付
浴
場
（
い
わ
ゆ
る
ト
ル
コ
風
呂
」
の
経
営
な
ど
を
目
的
と
す
る
資
本
金
五
〇
〇
万
円
の
法
人
、
②
被
告
会
社
有
限
会
社
丁
観
光
は
、
横
 
 

浜
中
税
務
署
管
内
に
本
店
を
置
き
、
前
同
様
の
経
営
な
ど
を
目
的
と
す
る
資
本
金
三
〇
〇
万
円
の
法
人
、
③
被
告
会
社
有
限
会
社
M
商
事
 
 

は
、
横
浜
中
税
務
署
管
内
に
本
店
を
置
き
、
前
岡
様
の
経
営
な
ど
を
目
的
と
す
る
資
本
金
三
〇
〇
万
円
の
法
人
、
④
被
告
会
社
有
限
会
社
 
 

W
は
、
川
崎
南
税
務
署
（
昭
和
五
三
年
五
月
二
四
日
以
前
は
和
歌
山
税
務
署
、
同
五
二
年
七
月
二
〇
日
以
前
は
横
手
税
務
署
、
同
年
四
月
 
 

一
九
日
以
前
は
川
崎
両
税
務
署
）
管
内
に
本
店
を
置
き
、
前
岡
様
の
経
営
な
ど
を
目
的
と
す
る
資
本
金
一
〇
〇
万
円
の
法
人
で
あ
り
、
⑤
 
 

被
告
人
L
（
韓
国
籍
）
は
、
右
各
被
告
会
社
の
実
質
経
営
者
と
し
て
右
各
会
社
の
業
務
全
般
を
統
括
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
被
告
人
 
 

L
は
、
右
各
被
告
会
社
の
業
務
に
閲
し
、
各
被
告
会
社
の
法
人
税
を
免
れ
よ
う
と
企
て
、
入
浴
料
収
入
の
一
部
を
除
外
し
て
簿
外
預
金
を
 
 

設
定
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
所
得
を
秘
匿
し
た
う
え
、
別
表
記
載
の
各
被
告
会
社
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
実
際
所
得
金
額
が
同
表
記
 
 

載
の
と
お
り
で
あ
っ
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
所
轄
税
務
署
長
に
対
し
、
各
被
告
会
社
の
各
事
業
年
度
の
所
得
金
額
及
び
法
人
税
額
が
同
表
 
 

記
戟
の
申
告
所
得
金
額
及
び
申
告
法
人
税
額
で
あ
る
旨
の
虚
偽
の
各
法
人
税
確
定
申
告
書
を
提
出
し
、
も
っ
て
、
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
 
 

各
被
告
会
社
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
正
規
の
法
人
税
額
と
各
申
告
税
額
と
の
差
額
を
そ
れ
ぞ
れ
免
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 





〔
争
点
〕
 
 
 

本
件
に
お
け
る
争
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

川
 
法
人
税
紘
一
五
九
条
一
項
及
び
一
六
四
条
一
項
の
「
そ
の
他
の
従
業
者
」
の
範
囲
 
 
 

②
 
豪
家
賃
の
存
在
の
有
無
 
 
 

弼
 
認
定
貸
付
金
の
う
ち
被
告
人
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
損
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
の
有
無
 
 
 

㈲
 
簿
外
売
上
に
比
例
し
た
簿
外
交
際
費
の
有
無
 
 
 

囚
 
簿
外
寄
付
金
の
損
金
算
入
限
度
超
過
額
の
益
金
加
算
の
当
否
 
 
 

す
な
わ
ち
、
弁
護
人
は
、
目
に
つ
き
、
被
告
人
が
各
被
告
会
社
の
実
質
経
営
者
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
法
人
税
法
一
五
九
条
一
項
及
 
 

び
一
六
四
条
一
項
の
「
そ
の
他
の
従
業
者
」
に
は
当
ら
な
い
の
で
、
本
件
は
無
罪
で
あ
る
旨
主
張
し
、
仮
に
同
条
項
に
該
当
す
る
と
し
て
 
 

も
遺
脱
所
得
額
を
争
う
。
三
に
つ
き
、
被
告
会
社
C
観
光
㈱
は
、
賃
借
営
業
建
物
の
家
主
に
対
し
裏
家
賃
と
し
て
毎
月
三
〇
〇
万
円
、
三
 
 

事
業
年
度
合
計
一
億
八
〇
〇
万
円
を
支
払
っ
て
い
た
の
で
、
右
金
額
を
損
金
と
し
て
控
除
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
別
に
つ
き
、
被
告
人
 
 

ほ
各
被
告
会
社
か
ら
報
酬
を
受
領
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
合
計
七
五
〇
万
円
（
C
観
光
囲
三
〇
〇
万
円
、
㈲
T
観
光
一
五
〇
 
 

万
円
、
㈲
M
商
事
七
五
万
円
、
㈲
W
二
二
五
万
円
）
を
毎
月
損
金
と
し
て
控
除
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
㈲
に
つ
き
、
遺
脱
所
得
に
加
 
 

算
さ
れ
た
簿
外
売
上
に
按
分
比
例
し
て
簿
外
交
際
費
も
増
額
す
べ
き
で
あ
り
、
右
増
加
分
を
損
金
と
し
て
控
除
す
べ
き
で
あ
る
旨
主
張
 
 

し
た
。
 
 
 

他
方
、
検
察
官
は
、
入
浴
料
収
入
の
除
外
分
の
遺
脱
所
得
へ
の
加
算
の
は
か
、
何
に
つ
き
、
簿
外
で
支
出
し
た
政
治
献
金
を
寄
付
金
勘
 
 

定
に
加
算
す
る
と
と
も
に
、
寄
付
金
の
額
の
う
ち
損
金
算
入
限
度
額
を
超
過
す
る
金
額
を
益
金
と
し
て
計
上
し
、
右
は
邁
脱
所
得
を
構
成
 
 

二
七
五
 
 
 



二
七
六
 
 
 

す
る
旨
主
張
し
た
。
 
 
 

〔
判
決
要
旨
〕
 
 
 

本
判
決
は
、
前
記
争
点
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
判
断
し
、
弁
護
人
及
び
検
察
官
の
主
張
を
斥
け
（
た
だ
し
、
簿
外
で
支
出
し
 
 

た
政
治
献
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
額
に
つ
き
損
金
算
入
は
許
さ
れ
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
る
遺
脱
所
得
の
増
加
 
 

に
伴
う
訴
因
の
変
更
に
検
察
官
が
応
じ
た
か
っ
た
た
め
、
訴
因
に
拘
束
さ
れ
て
被
告
人
の
利
益
に
「
訴
因
調
整
勘
定
」
と
し
て
損
金
の
額
 
 

に
算
入
し
て
い
る
。
）
、
前
掲
別
表
の
と
お
り
遺
脱
所
得
及
び
遺
脱
税
額
を
確
定
し
、
被
告
人
に
懲
役
一
年
六
月
の
実
刑
、
被
告
会
社
四
社
 
 

に
合
計
一
億
二
千
万
円
の
罰
金
刑
を
言
い
渡
し
た
。
 
 

∽
「
そ
の
他
の
従
業
者
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、
『
法
人
税
法
一
五
九
条
一
項
及
び
一
六
四
条
一
項
の
「
そ
の
他
の
従
業
者
」
と
は
、
法
人
 
 
 

と
の
間
に
雇
傭
そ
の
他
の
契
約
の
有
無
を
問
わ
ず
、
事
実
上
そ
の
法
人
の
組
織
内
に
あ
っ
て
、
そ
の
法
人
の
業
務
の
運
営
実
施
に
従
事
 
 
 

し
、
法
人
の
統
括
監
督
に
服
す
べ
き
立
場
に
あ
る
す
べ
て
の
老
を
い
い
、
従
っ
て
、
代
表
取
締
役
で
な
い
実
質
的
な
経
営
者
、
あ
る
い
 
 
 

は
事
実
上
の
会
社
業
務
の
統
括
者
も
、
右
「
そ
の
他
の
従
業
者
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
』
と
判
示
し
、
被
 
 
 

告
人
は
各
被
告
会
社
の
実
質
経
営
者
と
し
て
各
被
告
会
社
の
業
務
全
般
を
統
括
し
、
本
件
法
人
税
遺
脱
の
実
行
行
為
に
あ
た
っ
た
も
の
 
 
 

で
あ
る
か
ら
右
条
項
の
「
そ
の
他
の
従
業
者
」
に
該
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
 
 

∽
 
被
告
会
社
C
観
光
㈱
の
賃
借
営
業
建
物
の
家
主
で
あ
る
N
が
C
観
光
㈱
か
ら
簿
外
で
毎
月
受
領
し
て
い
た
三
〇
〇
万
円
に
つ
い
て
、
 
 
 

N
が
C
観
光
囲
の
代
表
取
締
役
を
辞
任
し
経
営
権
を
放
棄
し
た
こ
と
の
代
償
と
し
て
、
同
会
社
の
利
益
の
分
配
を
受
け
て
い
た
も
の
と
 
 
 

認
定
し
た
う
え
、
『
そ
れ
は
、
税
法
上
は
、
被
告
会
社
C
観
光
が
株
主
で
あ
る
N
に
対
し
、
そ
の
出
資
者
た
る
地
位
に
基
づ
い
て
会
社
 
 
 

の
資
産
を
交
付
す
る
場
合
で
あ
り
、
資
本
等
取
引
と
し
て
法
人
が
行
う
利
益
の
分
配
（
法
人
税
琴
一
二
条
五
項
）
に
該
る
。
同
条
項
は
 
 
 



法
人
が
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
利
益
ま
た
は
剰
余
金
の
処
分
に
よ
り
配
当
し
た
場
合
に
限
ら
な
い
か
ら
、
本
件
は
、
詩
学
上
の
、
い
 
 
 

わ
ゆ
る
「
隠
れ
た
る
利
益
処
分
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
』
と
判
示
し
、
本
件
支
出
金
は
、
C
観
光
㈱
の
所
得
計
算
上
損
金
と
な
り
 
 
 

得
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
 
 

弼
「
認
定
貸
付
金
」
の
実
態
に
つ
い
て
、
被
告
人
が
各
被
告
会
社
の
裏
金
の
一
部
を
ほ
し
い
ま
ま
に
費
消
し
た
も
の
の
事
後
の
処
理
と
し
 
 
 

て
国
税
局
係
官
が
各
被
告
会
社
か
ら
被
告
人
に
対
す
る
貸
付
と
想
定
し
た
に
す
ぎ
ず
、
貸
付
金
の
存
在
は
全
く
架
空
の
も
の
で
あ
っ
て
 
 
 

真
実
の
貸
付
契
約
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
真
実
存
在
す
る
も
の
は
被
告
人
に
お
い
て
自
己
の
必
要
に
応
じ
裏
金
を
適
 
 
 

宜
、
金
額
も
ー
足
せ
ず
に
費
消
し
た
事
実
の
み
で
あ
る
と
し
た
う
え
、
そ
れ
が
役
員
報
酬
と
な
る
か
役
員
賞
与
と
な
る
か
の
区
分
に
つ
 
 
 

き
、
『
税
法
上
、
役
員
報
酬
（
法
人
税
浩
三
四
条
二
項
）
と
役
員
賞
与
（
同
法
三
五
条
四
境
）
と
の
区
別
は
、
そ
の
給
与
の
支
給
が
定
 
 
 

期
的
か
ま
た
は
臨
時
的
か
に
よ
る
「
形
式
的
基
準
」
の
ほ
か
に
、
予
め
役
員
の
業
務
執
行
の
対
価
と
し
て
定
め
て
あ
る
か
ど
う
か
と
い
 
 
 

う
報
酬
性
・
対
価
性
と
い
う
べ
き
「
実
質
的
基
準
」
▼
の
双
方
を
具
備
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
定
す
べ
き
も
の
と
解
す
べ
き
』
で
あ
る
 
 
 

と
判
示
し
、
本
件
金
員
の
費
消
は
、
定
期
的
で
は
な
く
臨
時
的
で
、
金
額
も
一
定
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
予
め
業
務
執
行
の
対
価
と
し
 
 
 

て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
ほ
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
費
消
し
た
金
額
の
す
べ
て
が
役
員
報
酬
と
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
 
 
 

ま
た
、
被
告
人
は
各
被
告
会
社
の
実
質
経
営
者
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
当
該
法
人
の
経
営
に
従
事
し
て
い
る
も
の
と
し
て
税
法
上
役
員
 
 
 

と
み
な
さ
れ
、
役
員
に
対
す
る
利
益
処
分
た
る
賞
与
と
な
る
。
他
面
に
お
い
て
、
被
告
人
は
各
被
告
会
社
の
出
資
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
 
 
 

み
れ
ば
、
本
件
金
員
の
費
消
は
各
被
告
会
社
が
株
主
で
あ
る
被
告
人
に
対
し
、
そ
の
出
資
者
た
る
地
位
に
基
づ
い
て
会
社
の
資
産
を
交
 
 
 

付
し
た
も
の
と
し
て
、
法
人
の
行
う
利
益
の
分
配
と
し
て
の
「
隠
れ
た
る
利
益
処
分
」
と
な
る
も
の
と
い
い
得
る
。
従
っ
て
、
右
の
い
 
 
 

ず
れ
に
お
い
て
も
利
益
処
分
で
あ
る
の
で
、
損
金
た
り
得
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
判
断
し
て
い
る
。
 
 

二
七
七
 
 
 



二
七
八
 
 

㈲
 
簿
外
売
上
に
比
例
し
た
簿
外
交
際
費
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
事
実
認
定
に
よ
り
簿
外
交
際
接
待
費
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
 
 
 

い
と
し
た
う
え
、
存
在
す
る
事
実
の
認
め
ら
れ
な
い
交
際
接
待
費
を
簿
外
売
上
が
加
算
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
然
に
按
分
比
例
し
て
 
 
 

増
額
す
る
根
拠
は
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
判
断
し
て
い
る
。
 
 

囲
 
0
0
党
埼
玉
県
本
部
へ
昭
和
四
九
年
七
月
一
五
日
に
五
〇
万
円
、
同
五
〇
年
六
月
一
日
に
二
五
〇
万
円
、
同
年
七
月
一
四
日
に
七
〇
 
 
 

〇
万
円
の
合
計
一
、
0
0
0
万
円
を
渡
し
た
政
治
献
金
に
つ
い
て
は
、
裏
金
か
ら
捻
出
さ
れ
た
金
員
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
公
表
帳
 
 
 

簿
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
告
人
自
身
も
こ
の
金
が
各
被
告
会
社
の
事
業
遂
行
に
直
接
必
要
な
支
出
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
 
 
 

と
認
定
し
た
う
え
、
法
人
税
法
三
七
条
一
項
（
利
益
処
分
に
よ
る
寄
付
金
の
損
金
不
算
入
）
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
「
内
国
法
人
に
お
い
 
 
 

て
事
業
遂
行
に
直
接
関
係
が
な
い
と
し
て
公
表
帳
簿
に
記
載
せ
ず
簿
外
で
支
出
し
た
場
合
を
も
含
む
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
 
 
 

と
判
示
す
る
と
と
も
に
、
本
件
政
治
献
金
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
損
金
算
入
は
許
さ
れ
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
 
 
 

①
 
当
該
法
人
に
お
い
て
損
金
経
理
を
せ
ず
簿
外
で
支
出
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
自
ら
当
該
寄
付
金
の
支
出
に
つ
い
て
の
費
用
性
の
 
 
 

判
定
を
要
し
な
い
と
す
る
利
益
を
放
棄
し
た
も
の
と
い
い
得
る
か
ら
、
そ
れ
は
当
該
法
人
に
お
い
て
利
益
処
分
に
よ
る
支
出
を
し
た
 
 
 

も
の
と
礫
認
さ
れ
る
。
 
 
 

②
 
売
上
除
外
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
裏
金
と
い
う
よ
う
な
行
為
自
体
法
律
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
か
か
る
裏
金
に
よ
 
 
 

る
簿
外
の
政
治
献
金
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
法
人
税
法
上
の
寄
付
金
の
取
扱
い
で
は
損
金
算
入
は
許
さ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
 
 
 

あ
り
、
国
は
法
人
の
社
会
的
実
在
性
の
目
的
に
反
す
る
よ
う
な
違
法
な
結
果
を
決
し
て
助
力
し
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

③
 
本
件
政
治
献
金
は
、
損
金
と
し
て
支
出
し
た
寄
付
金
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
む
し
ろ
、
法
人
の
み
な
し
役
員
と
し
て
の
被
告
人
個
 
 

人
に
お
い
て
負
担
す
べ
き
臨
時
的
な
給
与
（
賞
与
）
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
 
 
 



〔
評
釈
〕
 
 
 

脱
税
事
件
で
被
告
が
実
刑
判
決
を
受
け
た
の
は
、
昭
和
二
三
年
七
月
に
国
税
査
察
制
度
が
発
足
し
て
以
来
、
本
件
判
決
で
六
回
目
で
あ
 
 

る
が
、
過
去
五
回
は
昭
和
二
四
、
二
五
年
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
本
判
決
は
三
〇
年
ぶ
り
の
執
行
猶
予
な
し
の
実
刑
判
決
と
い
う
こ
と
 
 

、
 

が
で
き
本
判
決
を
皮
切
り
に
、
昭
和
五
五
年
及
び
昭
和
五
六
年
に
八
件
（
東
京
地
裁
六
件
、
横
浜
地
裁
一
件
、
東
京
高
裁
一
件
）
の
実
 
 

刑
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
東
京
地
裁
六
件
の
う
ち
一
件
は
東
京
高
裁
で
執
行
猶
予
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
）
。
そ
の
意
味
で
本
 
 

判
決
は
、
「
脱
税
が
見
つ
か
っ
た
の
は
」
父
通
事
故
に
あ
っ
た
よ
う
な
も
の
」
と
い
っ
た
豆
本
的
な
甘
い
社
会
的
評
価
に
修
正
を
迫
る
画
期
 
 

的
な
判
決
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
判
決
理
由
を
現
行
法
人
税
法
の
実
体
規
定
の
解
釈
の
面
か
ら
み
る
と
、
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
 
 

な
い
重
大
な
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
現
行
法
人
税
法
の
実
体
規
定
の
解
釈
の
面
、
就
中
、
前
記
判
決
要
旨
何
の
海
外
で
支
出
し
た
政
治
献
金
の
損
金
 
 
 

性
に
限
定
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
注
）
 
前
記
判
決
要
旨
弼
で
、
予
め
役
員
の
業
務
執
行
の
対
価
と
し
て
の
定
め
が
あ
る
か
ど
う
か
を
役
員
報
酬
と
役
員
賞
与
と
の
区
別
の
基
準
と
し
て
い
 
 

る
点
に
つ
い
て
も
、
法
人
税
法
三
四
条
二
項
、
三
五
条
四
項
（
役
員
報
酬
、
役
員
賞
与
の
意
義
）
及
び
同
法
施
行
令
六
九
条
（
過
大
報
酬
の
判
定
基
 
 

準
）
と
の
関
係
で
幾
多
の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
 
 

H
 
政
治
献
金
の
支
出
状
況
等
 
 
 

検
察
官
ほ
、
被
告
会
社
が
簿
外
で
支
出
し
た
0
0
党
埼
玉
県
本
部
に
対
す
る
政
治
献
金
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
寄
付
金
勘
定
に
計
上
し
て
 
 

損
金
の
額
に
算
入
す
る
と
と
も
に
、
他
の
一
般
の
寄
付
金
と
合
せ
た
損
金
算
入
限
度
額
を
超
え
る
額
を
益
金
の
額
に
加
算
し
、
遺
脱
所
得
 
 

を
構
成
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
関
係
の
数
字
を
判
決
文
及
び
こ
れ
に
添
付
の
修
正
損
益
計
算
書
か
ら
抜
す
い
し
て
一
覧
表
と
し
て
示
せ
 
 

二
七
九
 
 
 



二
八
〇
 
 

ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
支
出
し
た
政
治
献
金
の
各
被
告
会
社
へ
の
配
分
は
、
各
社
の
売
上
割
合
す
な
わ
ち
、
C
観
光
四
〇
％
、
T
観
光
二
〇
％
、
M
商
 
 

事
一
〇
％
、
W
三
〇
％
に
よ
り
按
分
し
て
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
昭
和
四
九
年
七
月
一
五
日
支
出
分
の
五
〇
万
円
に
つ
い
て
は
按
分
の
 
 

対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
及
び
こ
れ
を
如
何
に
処
理
し
た
か
は
、
判
決
文
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
 
 

こ
の
簿
外
で
支
出
し
た
政
治
献
金
に
つ
き
本
判
決
は
、
前
記
判
決
要
旨
㈲
の
と
お
り
、
法
人
税
法
三
七
条
一
項
の
利
益
処
分
に
よ
る
寄
 
 
 



付
金
に
含
ま
れ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
処
分
説
（
利
益
処
分
に
よ
る
も
の
は
、
公
然
た
る
と
隠
れ
た
る
と
を
問
わ
ず
、
法
人
税
準
一
 
 

二
条
五
項
の
「
利
益
又
は
剰
余
金
の
分
配
」
に
該
当
し
、
資
本
等
取
引
と
し
て
損
金
不
算
入
と
な
る
と
す
る
説
）
の
考
え
方
に
基
づ
く
判
 
 

断
を
示
す
と
と
も
に
、
公
序
に
反
す
る
結
果
を
生
ず
る
よ
う
な
支
出
の
控
除
 
（
損
金
算
入
）
 
ほ
認
め
な
い
と
す
る
ア
メ
リ
カ
法
に
い
う
 
 

「
公
序
の
理
論
」
を
適
用
し
て
、
そ
の
損
金
性
を
否
定
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
以
下
、
こ
れ
が
現
行
法
人
税
法
の
解
釈
と
し
て
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。
 
 

⇔
 
利
益
処
分
説
の
当
否
 
 
 

法
人
税
法
三
七
条
一
項
は
、
「
内
国
法
人
が
、
各
事
業
年
度
に
お
い
て
寄
付
金
を
支
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
寄
付
金
の
額
に
つ
 
 

き
そ
の
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
利
益
又
は
剰
余
金
の
処
分
に
よ
る
経
理
（
中
略
）
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
経
理
を
し
た
金
額
は
、
そ
の
 
 

内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
。
」
 
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
寄
付
金
は
、
 
 

（
注
1
）
 
 

民
法
上
の
「
贈
与
」
の
一
形
態
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
性
格
上
、
法
人
の
自
由
意
思
に
よ
り
相
手
方
及
び
支
出
金
額
が
決
定
さ
れ
が
ち
の
 
 

も
の
で
あ
る
か
ら
、
費
用
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
場
合
と
利
益
の
配
分
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
場
合
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
 
 

で
、
そ
の
損
金
性
の
判
断
を
法
人
の
認
識
に
係
ら
し
め
、
法
人
が
こ
れ
を
損
金
性
が
な
い
も
の
と
認
識
し
て
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
利
 
 

益
処
分
に
よ
る
経
理
を
し
た
と
き
は
、
法
人
の
認
識
に
従
っ
て
課
税
所
得
を
計
算
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
 
 

ち
、
法
人
が
支
出
し
た
寄
付
金
に
つ
き
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
損
金
性
が
な
い
と
の
意
思
表
示
を
し
た
と
き
は
、
損
金
性
は
与
え
ら
れ
 
 

ず
、
従
っ
て
、
申
出
調
整
に
よ
る
損
金
算
入
（
申
告
段
階
に
お
け
る
意
思
の
変
更
）
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
本
判
 
 

決
は
、
「
一
般
に
法
人
が
利
益
処
分
以
外
の
方
法
に
よ
り
支
出
す
る
寄
付
金
の
中
に
ほ
、
法
人
の
業
務
遂
行
上
明
ら
か
に
必
要
な
寄
付
金
 
 

と
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
寄
付
金
と
が
あ
り
、
後
者
は
、
多
分
に
利
益
処
分
と
す
べ
き
寄
付
金
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
が
、
 
 

二
八
一
 
 
 



二
八
二
 
 

し
か
し
な
が
ら
費
用
性
を
有
す
る
か
否
か
の
判
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
法
は
、
先
ず
費
用
性
の
有
無
の
判
断
を
当
該
法
人
に
委
 
 

ね
、
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
利
益
処
分
に
よ
る
経
理
を
し
た
と
き
は
、
費
用
性
が
な
い
も
の
と
認
め
て
支
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
所
得
 
 

金
額
の
計
算
上
損
金
に
算
入
し
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
穿
線
部
分
は
、
昭
和
三
八
年
二
万
の
税
制
調
査
会
の
「
所
得
税
法
及
 
 

び
法
人
税
汝
の
整
備
に
関
す
る
答
申
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
同
答
申
で
は
、
利
益
処
分
以
外
の
方
法
転
よ
り
支
出
す
る
 
 

寄
付
金
の
う
ち
法
人
の
業
務
遂
行
上
明
ら
か
に
必
要
な
寄
付
金
（
現
行
法
三
七
条
五
噴
か
っ
こ
書
の
費
用
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
）
を
除
 
 

い
た
も
の
に
つ
き
形
式
基
準
に
よ
る
損
金
算
入
限
度
額
を
設
け
て
い
る
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
引
用
し
て
法
人
税
法
三
 
 

七
条
一
項
の
規
定
の
趣
旨
と
結
び
つ
け
る
の
ほ
、
恰
も
木
に
竹
を
接
ぐ
類
い
で
妥
当
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
右
説
示
を
素
直
に
読
む
 
 

■
●
●
●
●
●
●
●
●
 

●
－
●
●
●
●
＿
●
＿
 
 

と
、
法
人
が
利
益
処
分
以
外
の
方
法
に
よ
り
支
出
す
る
寄
付
金
を
…
…
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
利
益
処
分
に
よ
る
経
理
を
し
た
と
き
は
 
 

…
」
と
な
り
、
相
互
に
矛
盾
を
来
す
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
本
判
決
は
、
′
法
人
税
法
三
七
条
一
項
の
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
「
内
国
法
人
に
お
い
て
事
業
遂
行
に
直
接
関
係
が
な
い
と
し
 
 

て
公
表
帳
簿
に
記
載
せ
ず
簿
外
で
支
出
し
た
場
合
を
も
含
む
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
す
る
判
示
の
理
論
づ
け
と
し
て
、
 
 

前
記
説
示
に
続
け
て
、
「
そ
の
反
対
に
、
当
該
法
人
に
お
い
て
損
金
に
計
上
す
れ
ば
、
費
用
性
を
有
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
一
定
の
形
式
 
 

基
準
を
設
け
て
損
金
算
入
で
き
る
限
度
を
定
め
た
も
の
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
当
該
法
人
に
お
い
て
損
金
経
理
を
 
 

せ
ず
簿
外
で
支
出
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
自
ら
当
該
寄
付
金
の
支
出
に
つ
い
て
の
費
用
性
の
判
定
を
要
し
な
い
、
と
す
る
利
益
を
放
棄
 
 

し
た
も
の
と
い
い
得
る
か
ら
、
そ
れ
は
当
該
法
人
に
お
い
て
利
益
処
分
に
よ
る
支
出
を
し
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
の
で
、
従
っ
て
、
同
金
 
 

額
は
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

ま
ず
、
法
人
税
法
≡
七
条
一
項
の
利
益
処
分
に
よ
る
経
理
を
し
た
番
付
金
に
は
、
簿
外
で
支
出
し
た
も
の
を
含
む
と
の
判
示
は
、
同
条
 
 
 



項
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
で
賛
成
で
き
な
い
。
同
条
項
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
同
条
項
が
「
確
定
し
た
決
算
 
 

に
お
い
て
」
利
益
処
分
に
よ
る
経
理
を
し
た
と
き
ほ
、
と
明
定
し
て
い
る
の
は
、
「
公
然
た
る
利
益
処
分
」
す
な
わ
ち
公
表
帳
簿
に
お
け
 
 

る
利
益
処
分
に
よ
る
も
の
に
限
定
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
簿
外
で
支
出
し
た
「
隠
れ
た
る
利
益
処
分
」
に
よ
る
も
の
を
も
含
む
趣
旨
で
は
 
 

（
注
2
）
 
 

な
い
。
同
条
項
が
「
損
金
経
理
」
と
い
う
用
語
を
用
い
な
い
で
、
「
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
利
益
又
は
剰
余
金
の
処
分
に
よ
る
経
理
」
 
 

と
い
う
逆
の
表
現
を
用
い
て
い
る
の
は
、
仮
装
経
理
又
は
簿
外
支
出
さ
れ
た
も
の
（
隠
れ
た
る
利
益
処
分
に
よ
る
も
の
）
に
つ
い
て
ほ
、
 
 

（
注
3
）
 
 

損
金
算
入
を
認
め
る
。
趣
旨
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
法
人
が
「
損
金
経
理
を
せ
ず
に
簿
外
で
支
出
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
自
ら
当
該
寄
付
金
の
支
出
に
つ
い
て
の
費
用
性
の
判
定
 
 

を
要
し
な
い
と
す
る
利
益
を
放
棄
し
た
も
の
と
い
い
得
る
か
ら
、
．
そ
れ
は
当
該
法
人
に
お
い
て
利
益
処
分
に
よ
る
支
出
を
し
た
も
の
と
推
 
 

認
さ
れ
る
」
と
の
点
に
つ
い
て
も
賛
成
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
人
税
法
三
七
条
一
項
の
利
益
処
分
に
よ
る
経
理
を
し
た
寄
付
金
に
 
 

は
、
簿
外
で
支
出
し
た
も
の
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
ほ
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
か
つ
、
同
条
二
項
で
、
限
度
超
過
額
の
損
金
不
算
入
の
対
 
 

象
と
な
る
寄
付
金
は
、
「
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
寄
付
金
の
額
を
除
く
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
簿
外
で
支
出
し
た
寄
付
 
 

金
は
限
度
超
過
額
の
損
金
不
算
入
の
対
象
と
な
る
寄
付
金
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
、
同
条
項
は
損
金
経
理
を
し
た
寄
付
金
に
 
 

限
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
条
項
が
損
金
経
理
を
し
た
寄
付
金
の
み
を
対
象
と
し
て
損
金
算
入
限
度
額
を
規
定
し
て
い
る
な
ら
 
 

ば
、
簿
外
で
支
出
し
た
寄
付
金
は
費
用
性
の
判
定
に
関
す
る
利
益
を
放
棄
し
た
も
の
と
い
い
得
よ
う
が
、
同
条
項
は
損
金
経
理
を
要
件
と
 
 

し
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

要
す
る
に
、
本
判
決
は
、
法
人
税
法
二
二
条
五
項
の
資
本
等
取
引
と
さ
れ
る
 
「
法
人
が
行
う
利
益
の
分
配
」
 
を
旧
法
当
時
の
 
「
冶
損
 
 

金
」
の
解
釈
と
同
様
に
、
利
益
の
配
当
に
限
定
さ
れ
ず
、
認
定
賞
与
や
寄
付
金
等
利
益
処
分
に
よ
る
も
の
の
す
べ
て
を
含
む
も
の
と
解
 
 

二
八
三
 
 
 



二
八
四
 
 

（
注
4
）
 
 

し
、
ま
た
、
事
業
遂
行
に
直
接
関
係
の
な
い
寄
付
金
は
利
益
処
分
と
し
て
同
法
三
七
条
一
項
に
含
ま
れ
、
同
条
二
項
の
限
度
計
算
の
対
象
 
 

（
注
5
）
 
 

と
も
な
ら
な
い
、
と
解
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
賛
成
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
 
 

「
利
益
の
分
配
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
れ
て
い
る
も
の
の
、
立
法
の
経
緯
及
び
当
該
規
定
と
関
連
す
る
別
段
の
定
め
と
の
関
 
 

（
注
6
）
 
 

係
か
ら
し
て
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
利
益
の
配
当
に
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
ほ
別
稿
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
 
 

り
、
ま
た
、
後
者
の
寄
付
金
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
三
七
条
五
項
か
っ
こ
菩
で
法
人
の
業
務
に
明
ら
か
に
関
係
す
る
資
産
の
贈
 
 

（
注
7
）
 
 

与
又
は
経
済
的
利
益
の
無
償
の
供
与
を
寄
付
金
か
ら
除
い
て
い
る
こ
と
及
び
同
条
三
項
で
事
業
と
関
連
性
の
な
い
公
益
的
な
慈
善
事
業
等
 
 

に
対
す
る
寄
付
金
を
指
定
寄
付
金
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
税
法
上
の
寄
付
金
は
事
業
と
の
関
連
性
の
有
無
を
問
わ
な
い
と
 
 

解
さ
れ
、
従
っ
て
、
同
条
二
項
の
損
金
算
入
限
度
額
の
対
象
と
な
る
寄
金
付
は
、
事
業
遂
行
に
直
接
関
連
の
あ
る
も
の
の
み
に
限
定
さ
れ
 
 

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
税
法
上
の
寄
付
金
は
、
法
人
の
事
業
の
遂
行
上
そ
の
業
務
に
明
ら
か
な
関
係
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
商
法
二
 
 

五
四
条
の
二
の
取
締
役
の
忠
実
義
務
と
の
関
連
上
利
益
処
分
に
よ
り
支
出
す
べ
き
性
格
を
有
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
 
 

よ
う
に
、
法
人
税
浩
二
二
条
五
項
の
「
利
益
の
分
配
」
ほ
利
益
の
配
当
に
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
及
び
同
法
三
七
条
一
項
の
利
益
 
 

処
分
に
よ
る
寄
付
金
は
公
表
帳
簿
に
お
け
る
利
益
処
分
に
よ
る
も
の
の
み
に
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
簿
外
で
支
出
し
た
寄
 
 

付
金
は
現
行
法
人
税
法
の
解
釈
と
し
て
は
損
金
性
を
有
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
損
金
算
入
限
度
額
を
超
過
す
る
部
分
に
つ
い
 
 

て
は
、
別
段
の
定
め
に
よ
り
損
金
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
ほ
い
う
ま
で
も
な
い
。
）
。
 
 

（
注
1
）
 
民
法
五
四
九
条
は
、
「
贈
与
ハ
当
事
者
ノ
ー
万
力
自
己
ノ
財
産
ヲ
無
償
l
〓
ア
相
手
方
二
与
フ
ル
意
思
ヲ
表
示
シ
相
手
方
力
受
諾
ヲ
為
ス
三
凶
リ
 
 

テ
其
効
力
ヲ
生
ス
」
と
定
め
て
い
る
。
 
 
 



⇔
 
公
序
の
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
の
当
否
 
 
 

公
序
の
理
論
（
憎
仁
b
－
i
c
p
O
－
i
c
y
）
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
違
汝
支
出
金
の
損
金
不
算
入
 
（
経
費
控
除
の
否
定
）
 
の
論
拠
と
し
て
 
 

判
例
の
集
者
を
経
て
打
ち
樹
て
ら
れ
た
法
原
理
で
あ
り
、
公
序
に
反
す
る
結
果
を
生
ず
る
よ
う
な
支
出
の
控
除
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

（
注
1
）
 
 
 

本
判
決
は
、
こ
の
公
序
の
理
論
を
援
用
し
て
前
記
判
決
要
旨
囚
の
②
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
と
は
所
得
計
算
の
構
造
 
 

二
八
五
 
 
 

（
注
2
）
 
「
損
金
経
理
」
と
は
、
法
人
が
そ
の
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
費
用
又
は
損
失
と
し
て
経
理
す
る
こ
と
を
い
う
（
法
二
条
二
六
号
）
。
 
 

（
注
3
）
 
中
村
利
雄
「
隠
れ
た
る
利
益
処
分
と
資
本
等
取
引
」
税
経
通
信
三
五
巻
九
号
八
〇
頁
 
 

（
注
4
）
 
松
沢
智
「
租
税
実
体
法
」
一
三
六
頁
 
 

（
注
5
）
 
同
右
二
七
一
・
一
三
四
貢
 
 

（
注
6
）
 
中
村
利
雄
前
掲
論
文
 
 

（
注
7
）
 
昭
和
四
〇
年
全
文
改
正
前
の
法
人
税
法
及
び
同
法
施
行
規
則
に
は
、
寄
付
金
の
意
義
に
関
す
る
規
定
は
存
在
せ
ず
、
従
っ
て
、
税
制
調
査
会
は
 
 

そ
の
整
備
に
つ
き
次
の
と
お
り
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
 
 

「
：
…
・
寄
付
金
の
範
囲
を
明
確
化
す
る
意
味
に
お
い
て
、
税
法
上
の
寄
付
金
が
通
常
の
寄
付
金
の
ほ
か
、
一
般
に
無
償
の
支
出
を
含
む
旨
法
令
上
 
 

明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

こ
の
場
合
、
業
務
に
全
く
関
係
の
な
い
贈
与
は
、
税
法
上
の
寄
付
金
か
ら
除
き
、
限
度
計
算
を
行
う
こ
と
な
く
損
金
不
算
入
と
す
る
こ
と
が
好
 
 

ま
し
い
が
、
法
令
に
お
い
て
こ
れ
を
規
定
す
る
こ
と
及
び
執
行
上
こ
れ
を
区
分
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
無
償
の
支
出
の
う
 
 

ち
業
務
に
明
ら
か
に
関
係
あ
る
も
の
と
そ
れ
以
外
の
も
の
に
区
分
し
、
後
者
を
税
法
上
の
寄
付
金
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。
」
（
昭
和
三
八
 
 

年
〓
一
月
「
所
得
税
法
及
び
法
人
税
法
の
整
備
に
関
す
る
答
申
」
三
七
貢
）
 
 

現
行
法
人
税
法
三
七
条
五
項
、
六
項
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 



二
八
六
 
 

及
び
規
定
の
仕
方
の
異
な
る
わ
が
国
の
法
人
税
法
の
解
釈
と
し
て
は
賛
成
で
き
な
い
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
税
法
で
は
、
課
税
所
得
は
総
所
得
か
ら
控
除
項
目
を
控
除
し
て
計
算
さ
れ
る
が
、
総
所
得
及
び
控
除
項
目
は
そ
 
 

れ
ぞ
れ
該
当
分
と
非
該
当
分
に
分
け
て
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
法
人
所
得
税
の
申
告
書
は
、
該
当
分
の
総
所
得
と
該
当
分
 
 

の
控
除
項
目
を
記
載
し
て
作
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
財
務
諸
表
と
税
務
申
告
が
磯
能
的
に
分
離
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
別
個
の
計
算
方
式
 
 

で
作
成
さ
れ
る
。
こ
れ
匠
対
し
、
我
が
国
の
法
人
税
法
は
、
課
税
所
得
の
計
算
に
閲
し
必
要
な
事
項
の
す
べ
て
を
完
結
的
、
網
羅
的
に
規
 
 

定
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
む
し
ろ
、
そ
の
相
当
部
分
に
白
地
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
白
地
部
分
は
適
正
な
企
業
会
計
に
依
存
す
る
こ
と
と
 
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
課
税
所
得
の
計
算
を
大
幅
に
企
業
会
計
に
依
存
す
る
所
得
計
算
の
構
造
を
採
用
し
て
い
る
わ
が
国
の
法
人
税
法
に
お
い
て
 
 

（
瞳
2
）
 
 

ほ
、
寄
付
金
の
ほ
か
例
え
ば
談
合
金
、
賄
賂
等
の
違
法
な
支
出
金
で
あ
っ
て
も
、
企
業
会
計
上
は
費
用
性
を
有
す
る
か
ら
、
別
段
の
定
め
 
 

が
、
仮
に
こ
れ
を
例
示
的
列
挙
と
す
る
と
、
同
項
六
号
 
（
国
民
生
活
安
定
緊
急
措
置
法
に
よ
る
課
徴
金
及
び
延
滞
金
）
 
を
昭
和
四
八
年
 
 

の
な
い
限
り
、
そ
の
損
金
性
を
公
序
の
理
論
に
よ
り
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
公
序
の
理
論
と
同
じ
考
え
方
に
よ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
罰
金
・
科
料
等
の
損
金
不
算
入
の
別
段
の
定
め
（
法
三
八
②
五
）
 
 

に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
規
定
が
例
示
的
列
挙
と
解
さ
れ
な
い
限
り
、
公
序
の
理
論
を
適
用
し
て
解
釈
す
る
余
地
は
な
い
こ
と
と
な
る
 
 

に
、
同
項
七
号
（
独
占
禁
止
法
に
よ
る
課
徴
金
及
び
延
滞
金
）
を
昭
和
五
二
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
こ
と
と
 
 

な
る
。
従
っ
て
、
同
条
項
は
限
定
列
挙
と
解
さ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、
違
法
支
出
金
に
つ
い
て
は
違
法
所
得
と
同
様
、
別
段
の
定
め
 
 

は
な
い
こ
と
と
な
る
か
ら
、
企
業
会
計
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
り
 
（
浩
二
二
④
）
、
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
 
 

（
注
3
）
 
 

と
と
な
る
。
従
っ
て
、
法
人
税
法
三
八
条
二
項
の
罰
料
金
等
の
損
金
不
算
入
の
規
定
の
趣
旨
の
説
明
と
し
て
公
序
の
理
論
を
援
用
す
る
の
 
 
 



は
よ
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
別
段
の
定
め
の
な
い
違
法
支
出
金
の
損
金
性
の
否
認
の
論
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
い
。
も
し
、
公
序
に
反
す
る
費
用
の
損
金
算
入
を
認
め
る
と
、
不
正
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
 
 

（
注
4
）
 
 

ば
、
須
ら
く
別
段
の
定
め
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
法
人
税
法
と
規
定
の
仕
方
及
び
所
得
計
算
の
構
造
の
異
な
る
所
得
税
法
上
の
「
必
要
経
費
」
の
解
釈
と
し
て
な
ら
ば
、
公
序
に
 
 

反
す
る
費
用
は
、
「
冶
収
入
金
額
を
得
る
た
め
に
直
接
に
要
し
た
費
用
」
及
び
「
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
に
つ
い
て
生
じ
た
費
用
」
 
（
所
 
 

法
三
七
①
）
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
そ
の
必
要
経
費
性
を
否
定
す
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
法
人
税
法
上
は
 
 

右
に
述
べ
た
と
お
り
、
公
序
の
理
論
を
適
用
し
て
解
釈
す
る
余
地
は
な
い
と
考
え
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
現
行
法
人
税
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
簿
外
で
支
出
し
た
寄
付
金
は
損
金
性
を
有
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

な
お
本
判
決
は
、
本
件
政
治
献
金
に
つ
き
、
利
益
処
分
説
及
び
公
序
の
理
論
に
よ
り
損
金
不
算
入
と
な
る
と
い
い
な
が
ら
、
他
面
、
み
 
 

な
し
役
員
と
し
て
の
被
告
人
個
人
の
負
担
す
べ
き
臨
時
的
な
給
与
（
賞
与
）
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
損
金
算
入
 
 

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
と
し
て
、
双
股
を
掛
け
た
よ
う
な
判
断
を
し
て
い
る
が
、
判
決
の
認
定
し
た
事
実
だ
け
で
は
、
果
し
て
役
員
 
 

個
人
の
負
担
す
べ
き
寄
付
金
と
断
定
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
 
 

（
注
1
）
 
同
旨
の
判
決
に
は
、
最
高
裁
大
法
廷
昭
和
四
三
・
一
一
二
三
判
決
（
民
集
二
二
巻
〓
喜
二
四
四
九
貢
）
が
あ
り
、
「
経
済
的
、
実
質
的
に
 
 

は
事
業
経
費
で
あ
る
と
し
て
も
、
…
…
そ
の
よ
う
な
事
業
経
費
の
支
出
自
体
が
法
律
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
…
…
損
金
に
算
入
 
 

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
案
は
、
課
税
所
得
の
計
算
規
定
が
整
備
さ
 
 

れ
る
前
の
旧
法
（
給
損
金
に
関
す
る
定
義
的
規
定
は
な
く
、
専
ら
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
）
当
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
「
事
業
経
費
の
支
 
 

出
自
体
が
法
律
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
税
法
上
こ
れ
を
損
金
と
認
め
得
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
」
と
す
る
松
田
二
郎
裁
判
官
並
び
に
「
現
 
 

行
法
上
、
か
か
る
経
費
を
も
っ
て
損
金
に
算
入
し
な
い
旨
の
特
別
規
定
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
…
…
解
釈
に
よ
り
多
整
日
貨
の
ご
と
き
結
論
を
 
 

二
八
七
 
 
 



二
八
八
 
 

導
き
出
す
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
」
と
す
る
奥
野
健
一
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
こ
と
に
留
意
。
 
 

（
注
2
）
 
「
寄
付
金
」
と
い
う
用
語
は
、
原
価
計
算
基
準
で
非
原
価
項
目
の
一
つ
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
の
を
除
き
、
企
業
会
計
原
則
、
財
務
諸
表
規
 
 

則
等
に
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
原
価
計
算
基
準
五
の
H
の
2
が
寄
付
金
を
非
原
価
項
目
の
う
ち
「
経
営
目
的
に
関
連
し
な
い
価
値
の
減
少
」
 
 

に
例
示
し
、
「
そ
の
他
利
益
剰
余
金
に
課
す
る
項
目
」
に
掲
げ
な
か
っ
た
こ
と
及
び
特
定
業
種
で
は
あ
る
が
建
設
業
の
損
益
計
算
書
（
建
設
業
法
 
 

施
行
規
則
一
〇
条
別
記
〓
ハ
号
様
式
）
及
び
海
運
業
の
損
益
計
算
書
（
海
運
企
業
財
務
諸
表
準
則
別
表
一
号
）
で
寄
付
金
を
一
般
管
理
費
の
項
目
 
 

に
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
寄
付
金
は
企
業
会
計
上
費
用
性
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
注
3
）
 
金
子
宏
教
授
は
、
次
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
（
「
租
税
法
」
ニ
ー
七
貢
）
。
 
 

「
わ
が
国
で
は
、
損
金
に
算
入
で
き
な
い
制
裁
や
負
担
を
限
定
列
挙
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
た
と
え
そ
の
控
除
が
政
策
目
的
を
減
殺
す
 
 

る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
列
挙
か
ら
も
れ
て
い
る
場
合
は
、
捷
除
が
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
 
 

ま
た
、
武
田
隆
二
教
授
は
、
不
法
な
原
因
に
よ
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め
は
な
い
か
ら
課
税
所
得
に
含
ま
れ
る
と
し
な
が
ら
、
不
法
 
 

原
因
給
付
に
つ
い
て
は
、
別
便
の
定
め
は
な
い
が
、
「
罰
金
・
科
料
等
の
損
金
不
算
入
の
原
理
は
社
会
的
考
慮
（
社
会
的
に
好
ま
し
く
な
い
行
為
 
 

に
つ
い
て
税
務
上
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
る
と
い
う
考
え
方
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
同
一
の
原
理
の
上
に
立
っ
て
、
賭
博
、
収
賄
 
 

等
の
支
出
は
損
金
性
を
否
定
さ
れ
る
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
（
「
税
務
会
計
の
基
礎
（
五
）
」
会
計
一
一
四
巻
二
号
九
〇
頁
）
、
公
 
 

序
の
理
論
を
援
用
し
て
い
る
。
 
 

（
注
4
）
 
武
田
昌
輔
教
授
は
、
次
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
（
税
経
通
信
三
三
巻
一
四
号
「
税
務
主
要
判
例
紹
介
特
集
号
」
一
六
九
貢
）
。
 
 

「
立
法
論
的
に
ほ
、
か
か
る
公
序
笹
反
す
る
費
用
ほ
、
損
金
不
算
入
と
す
る
規
定
を
設
け
て
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
」
 
 

ま
た
、
小
松
芳
明
教
授
も
、
次
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
（
「
費
用
の
損
金
算
入
規
制
」
税
務
弘
報
二
八
巻
一
号
四
四
頁
）
。
 
 

「
わ
が
国
の
法
人
税
法
の
も
と
で
損
金
算
入
を
規
制
さ
れ
る
費
用
項
目
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
私
は
、
不
法
な
い
し
違
法
な
 
 

も
の
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
不
当
な
支
出
に
よ
っ
て
生
ず
る
税
負
担
配
分
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
は
、
こ
れ
を
放
置
し
て
ほ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
 
 

ら
、
そ
の
是
正
の
た
め
に
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
費
用
と
し
て
の
損
金
算
入
を
規
制
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
」
 
 
 



砂
 
絵
語
 
 
 

以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
簿
外
で
支
出
し
た
政
治
献
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
自
ら
そ
の
費
用
性
の
判
定
を
要
し
な
い
と
す
る
利
益
を
放
 
 

棄
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
利
益
処
分
に
よ
る
支
出
を
し
た
も
の
と
し
て
、
法
人
税
法
三
七
粂
一
項
の
利
益
処
分
に
よ
る
寄
付
金
に
含
ま
れ
 
 

る
と
解
す
る
の
は
、
現
行
法
人
税
法
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
多
分
に
旧
法
当
時
の
総
損
金
の
解
釈
と
同
 
 

一
感
覚
で
隠
れ
た
る
利
益
処
分
イ
コ
ー
ル
資
本
等
取
引
（
損
金
不
算
入
）
と
す
る
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
行
法
上
は
 
 

隠
れ
た
る
利
益
処
分
イ
コ
ー
ル
資
本
等
取
引
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
利
益
の
配
当
等
と
認
定
で
き
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
及
び
同
項
 
 

は
「
確
定
し
た
決
算
に
お
い
て
」
七
明
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
簿
外
で
支
出
し
た
寄
付
金
は
損
金
性
を
有
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

な
お
、
本
判
決
の
よ
う
に
、
簿
外
で
支
出
し
た
寄
付
金
が
法
人
税
法
三
七
条
一
項
の
利
益
処
分
に
よ
る
寄
付
金
に
含
ま
れ
る
と
す
る
 
 

と
、
課
税
所
得
の
計
算
上
損
金
不
算
入
と
な
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
前
掲
表
の
「
一
般
の
寄
付
金
」
欄
の
金
額
を
遺
脱
所
得
の
計
算
上
損
 
 

金
の
額
に
算
入
し
て
い
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
当
該
年
度
は
「
限
度
超
過
額
」
が
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
支
 
 

出
し
た
寄
付
金
が
損
金
算
入
限
度
額
以
内
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
と
え
限
度
以
内
の
寄
付
金
で
あ
っ
て
も
、
簿
外
で
 
 

支
出
し
た
寄
付
金
は
法
人
税
法
三
七
条
一
項
の
寄
付
金
に
含
ま
れ
る
と
す
る
本
判
決
に
従
え
ば
、
全
額
損
金
不
算
入
と
す
べ
き
で
あ
る
 
 

（
注
l
）
 
 

（
政
治
献
金
に
限
定
す
る
理
由
は
な
い
。
）
。
こ
の
点
、
本
判
決
は
、
判
示
と
処
理
が
矛
盾
し
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
簿
外
で
支
出
し
た
政
治
献
金
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
法
に
い
う
「
公
序
の
理
論
」
を
援
用
し
て
、
そ
の
損
金
性
を
否
定
す
る
こ
 
 

と
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
旧
法
人
税
法
当
時
の
「
総
損
金
」
の
解
釈
と
し
て
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、
課
税
所
得
の
計
算
規
定
が
整
備
さ
 
 

れ
、
損
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
の
範
囲
及
び
資
本
等
取
引
の
意
義
が
明
定
さ
れ
た
現
行
法
人
税
法
の
も
と
に
お
け
る
解
釈
論
と
し
て
 
 

は
妥
当
で
は
な
い
。
 
 

二
八
九
 
 
 



二
九
〇
 
 
 

こ
の
よ
う
濫
、
繹
外
で
支
出
し
た
政
治
献
金
（
寄
付
金
）
は
、
現
行
法
人
税
法
の
解
釈
と
し
て
ほ
、
損
金
性
を
有
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
 
 

る
を
得
ず
、
従
っ
七
、
検
察
官
が
遺
脱
所
得
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
訴
因
の
変
更
に
応
じ
な
か
っ
た
の
ほ
相
当
で
あ
る
。
 
 
 

泰
判
決
は
、
右
の
よ
う
に
検
察
官
が
訴
因
の
変
更
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
簿
外
で
支
出
し
た
政
治
献
金
を
「
訴
因
調
整
勘
定
」
と
し
 
 

て
損
金
の
額
に
算
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仮
に
、
訴
因
の
変
更
に
応
じ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
前
述
の
伺
及
び
例
の
点
は
、
い
ず
れ
も
現
 
 

（
注
り
一
）
 
 

行
法
人
税
法
の
も
と
に
お
い
て
ほ
、
解
釈
論
の
範
囲
を
超
え
て
お
り
、
租
税
法
律
主
義
に
違
反
し
、
従
っ
て
、
そ
れ
は
租
税
遺
脱
犯
の
構
 
 

成
要
件
に
該
当
し
な
い
も
の
を
遺
脱
所
得
 
（
遺
脱
税
額
）
 
に
取
り
込
む
こ
と
と
な
り
、
罪
刑
法
定
主
義
違
反
の
問
題
が
生
じ
た
で
あ
ろ
 
 

ち
ノ
0
 
 

（
澄
1
）
 
検
察
官
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
簿
外
で
支
出
し
た
寄
付
金
は
、
ま
ず
寄
付
金
勘
定
に
計
上
し
て
損
金
に
算
入
し
た
う
え
、
損
金
算
入
限
度
超
過
額
 
 

を
損
金
不
算
入
と
し
て
所
得
に
加
算
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
損
金
算
入
限
度
超
過
額
が
生
じ
な
い
場
合
は
、
薄
外
寄
付
金
の
損
金
算
入
が
 
 

行
な
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
停
外
寄
付
金
は
、
法
人
税
法
三
七
条
一
項
の
利
益
処
分
に
よ
る
寄
付
金
に
含
ま
れ
 
 

る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
簿
外
寄
付
金
の
損
金
算
入
と
こ
れ
と
同
額
の
利
益
処
分
寄
付
金
の
損
金
不
算
入
が
生
じ
、
差
引
課
税
所
得
へ
の
影
響
 
 

は
零
と
な
り
、
従
っ
て
、
検
察
官
主
張
額
よ
り
簿
外
寄
付
金
相
当
額
だ
け
課
税
所
得
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
 
 

察
官
が
訴
因
の
変
更
に
応
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
損
金
算
入
ほ
簿
外
支
出
の
政
治
献
金
と
同
様
、
「
訴
因
調
整
勘
定
」
で
行
な
わ
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
検
察
官
主
張
に
よ
る
処
理
に
乗
っ
て
「
寄
付
金
」
勘
定
で
行
っ
て
い
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
 
 

（
注
2
）
 
山
型
一
郎
判
事
は
、
前
記
最
高
裁
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
三
日
判
決
に
つ
い
て
。
「
こ
の
判
決
の
考
え
方
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
い
う
パ
ブ
リ
ッ
 
 

ク
・
ポ
リ
シ
ー
の
理
論
（
公
序
の
理
論
）
を
わ
が
国
に
は
じ
め
て
導
入
し
た
も
の
で
ほ
な
い
か
と
注
目
し
て
い
る
。
」
と
し
、
「
私
は
、
わ
が
国
に
 
 

も
税
法
解
釈
の
う
え
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ポ
リ
シ
ー
の
理
論
が
導
入
さ
れ
る
べ
き
で
ほ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
税
法
上
に
実
定
規
定
が
な
く
て
も
、
 
 

他
の
実
定
規
定
で
禁
止
し
て
い
る
支
出
は
こ
れ
を
損
金
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
ほ
な
く
、
損
金
算
入
を
許
す
こ
と
は
実
定
制
度
を
乱
し
て
し
ま
う
 
 

こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
な
に
も
租
税
法
律
主
義
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
違
法
な
経
費
の
支
出
と
 
 

そ
の
損
金
性
」
金
融
・
商
事
判
例
五
四
一
号
二
貢
）
が
、
前
述
し
た
と
お
り
、
現
行
法
人
税
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
賛
成
で
き
な
い
。
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